
令和４年度都城市立西小学校学校評価書 
１ 学校の教育目標 
○ 豊かな心と自ら学ぶ意欲をもち、積極的にねばり強くがんばる児童の育成 

２ 学校経営ビジョン 

「教育は人をはじめとする環境なり」を基本理念として、教育者としての自覚と責任をもち、児童の実態

及び保護者や地域の願いを十分に把握し、 

① 確かな児童理解に努め、「チーム西」で校風を醸成する学校経営  

② 教育活動の一歩前進に努め、「目指す児童像」の具現化を図る学校経営  

③ 家庭・地域との連携に努め、信頼関係を築く学校経営  

④ ギガっど！みやこんじょ Ｗ（西中校区）の進撃 ～子どんも先生もICTを使いこなすっど～ 

⑤ 働き方改革を推進し、居心地のよい職場を実現する学校経営            を推進する。 

【確かな学力向上対策の推

進】（知） 

 

１ 基礎的・基本的な内容の習

熟と実態に即した発展的な

学習内容への積極的な取組 

２ 「主体的・対話的で深い学

び」の視点に立った授業改善 

３ 保護者との連携を密にし

た家庭学習の充実 

４ 生涯読書活動の推進  

【心の教育の充実と積極的

な生徒指導の確立】（徳） 

 

１ 基本的な生活習慣の確立 

２ 生徒指導の三機能を生か

した教育活動の展開 

３ 他校（さくら聴覚支援学

校、吉之元小、西岳小）との

交流活動の推進 

４ 西小のよい校風（西風）の

醸成 

【生命尊重を基盤とした体

力の向上・健康的な生活習

慣の確立】（体） 

１ 体力向上プランを基にし

た体育の時間の指導の充実

と日常的な運動の推進 

２ 家庭と連携した健康的な

生活習慣(早寝早起き朝ごは

ん)の確立及び安全意識の醸

成 

３ 家庭と連携した食に関す

る指導及び立腰指導の推進 

【地域との連携による開か

れた学校づくりの推進】（ふ

るさと教育） 

１ 情報提供の充実（ＨＰの積

極的更新と学校便りの定期

的発行） 

２ 学校運営協議会の機能充

実 

３ 三校（西中、明和小、西小）

及び地域関係団体との積極

的な連携強化 

３ 達成状況評価基準 
○ ５段階評価 … Ａ（100～80％） Ｂ（79～60％） Ｃ（59～40％） Ｄ（39％未満） 

 ※ 到達度は教職員と児童、保護者、外部評価の到達度の平均 

４ 自己評価結果 
評価 

項目 
評価指標 自己評価項目 

到達度 

（％） 評価 
総合 

評価 

◇成果 

◆課題・改善策 

学
力
の
向
上 

○ 基礎的・基本的な内容

の習熟と実態に即した発

展的な学習内容への積極

的な取組 

・ 学習事項の習熟や定着

の時間を確保している。 
86 A 

A 

◇ICT 教材を活用し、学習事項の定着を図ること

ができた。 

◇個別最適な学習、対話的な学びという視点で授

業改善を行うことができた。 

 

○ 「主体的・対話的で深

い学び」の視点に立った

授業改善 

・ 児童が学び合う指導過

程を工夫し、分かる授業

に努めている。 

87 

A 

◇Google Jamboard を活用して教材の提示･共有を

行ったことが、分かる授業につながった。 

◆対話的な学びを実現するために、さらに ICT を

効果的に活用する必要がある。 

・ 基本的な学習習慣の確

立に努めている。 
88 

○ 保護者との連携を密に

した家庭学習の充実 

・ 家庭学習の充実に努め

ている。 
80 A 

◇タブレット型端末を自宅に持ち帰って学習で

きるように環境整備を行った。自宅で AI ドリ

ルに取り組めるようになったことが、学習向上

につながっている。 

◆「家庭学習のてびき」の活用を年度初めだけで

なく、常時活用して啓発を図っていく。 

○ 生涯読書活動の推進 

・ 読書活動の推進と語彙

力の向上を図るため、学

期目標冊数以上の達成を

目指している。 

61 B 

◆タブレット型端末を隙間時間に活用してタイ

ピングやプログラミングの学習に取り組んだ。

そのため相対的に読書量が落ち込んでしまっ

たと考えられる。 

◆読書を好む児童とそうでない児童の二極化が

見られる。読書時間の確保を計画的に行う必要

がある。 



 

心

の

教

育

の

充

実 

○ 基本的な生活習慣の確

立（西小のよい校風「西

風」の醸成） 

・ 「いじめ０」「気持ち

のよいあいさつ・言葉遣

い・態度」「けじめ」 

94 A 

A 

◇予防的な生徒指導を行ったことで、大きな問題

になる前に生徒指導上の問題を解決すること

ができた。 

◇生活委員会を中心に、朝のあいさつ運動が活発

に行われた。 

◇２分前入室･１分前着席を徹底し、けじめのあ

る態度で生活させることができた。 

○ 生徒指導の三機能を生

かした教育活動の展開 

・ 「道徳科」における体

験学習の指導や方法の工

夫改善を図っている。 

71 B 

◆多面的、多角的にものの見方や考え方ができる

ような学習指導過程を展開することが必要。 

◆児童の本音を引き出し、よりよく生きるために

はどのような社会的スキルが児童に必要かを

考え、日常的にトレーニングしていくという実

践的な道徳教育が必要である。 

○ 他校（さくら聴覚支援

学校、吉之元小、西岳小）

との交流活動の推進 

・ 同学年や他学年、交流

学級の友だちとの交流活

動を通し、互いを尊重し

ながら共生することの大

切さを実感できる児童を

育成している。 

86 A 

◇校内における学級・学年間の交流や、特別支援

学級と交流学級の交流は行うことができてい

る。 

◇さくら聴覚支援学校との交流学習を再開する

ことができた。 

◆吉之元小･西岳小との交流会は中止となった。

今後、その教育的意義を考え、開催を検討して

いく必要がある。 

命

を

守

る

力

の

向

上 

○ 体力向上プランを基に

した体育の時間の指導の

充実と日常的な運動の推

進 

・ 体育の時間の運動量の

確保に努めている。 
86 

A 

B 

◇年間指導計画に沿って、体育の全領域を経験さ

せ、運動量確保につなげた。 

◇昼休みの体育館開放等、日常的な運動につなが

る取組を行うことができた。 

◆体育主任が中心となり、共通理解や授業力の向

上等、各学年との連携を図っていく。 
・ 日常的に運動意欲が高

まるように声かけや環境

整備に取り組んでいる。 

76 

○ 家庭と連携した健康的

な生活習慣（早寝早起き

朝ごはん）の確立及び安

全意識の醸成 

・ 家庭と連携した健康的

な生活習慣の確立に努め

ている。 

76 

B 

◇学校保健委員会では、保護者と６年生児童を対

象に講演会を行い、食育について理解を深める

ことができた。 

◆家庭との連携について、ホームページや保健だ

よりを活用して今後も継続して取り組んでい

く。 

・ 家庭と連携した安全意

識の確立に努めている。 
80 

・ むし歯の治療率７０％

を目指している。 
79 

○ 家庭と連携した食に関

する指導及び立腰指導の

推進 

・ 家庭と連携した食育指

導に取り組んでいる。 
71 

B 

◇栄養教諭の取り組みをホームページに掲載し

たり、食育に関する動画を紹介したりして保護

者に対して啓発活動を行った。 

◆２学期の遠足の日に「弁当の日」の取組を行っ

た。 

・ 家庭と連携した立腰指

導に取り組んでいる。 
64 

地

域

と

の

連

携

充

実 

○ 情報提供の充実（ＨＰ

の積極的更新と学校便り

の定期的発行） 

・ 地域の方へ積極的に教

育活動の公開に努めてい

る。 

67 B 

B 

◇１週間に４～５つ程度の記事を書き、毎週更新

した。ホームページ更新のメールも毎週送信し

て、１年間で約 10 万アクセスを達成した。 

◆教頭がほとんどの更新を行った。多くの職員が

関わり内容をさらに充実させる必要がある。 

○ 学校運営協議会の機能

充実 

・ 地域素材・人材の積極

的な活用を図り、教育効

果を高めている。 

76 B 

◇本年度も地域学習を平日に分散して開催した。

のべ 55 名の方に協力していただき、充実した

活動を行うことができた。 

◆新型コロナウイルスの感染状況や 5類への意向

を受けて、今後、地域学習をどのような形で行

っていくか再検討する必要がある。 

○ 三校（西中、明和小、

西小）及び地域関係団体

との積極的な連携強化 

・ 横市地区小中一貫教育

推進会議で取り決めた

「共通実践事項及び具体

的取組」について、意識

して積極的な推進に努め

ている。 

55 C 

◇ＩＣＴの活用に必要な研修を３校合同で行う

ことができた。 

◆コロナ禍の影響で、共通実践事項や具体的な取

組の中で実践できていないものがある。今後の

状況に合わせた実践について、３校で再確認し

ていく必要がある。 

 


